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第 2 章では、オルト位へのトランスアルキル化を検討するために、 P ーキシレンと t ープチルベン
















第 6 章では、アルキル基の異なるアルキルベンゼンを用いて、 トランスアルキル化、脱アルキルわ
よび異性化(フェニル基の転移)の関係について検討し、アルキル基に分岐があり、水素陰イオンを
引抜き易い第三水素が存在するときには、反応機構に大きな影響があることを認めた。
結論では、各章で得た結果を要約してのベ、塩化アルミニウムによるアルキルベンゼンの反応は、
アルキル基の構造によって、それぞれ特異性を示すので、従来行なわれてきたような限られた化合物
について検討した結果を、一般的な反応機構であるかのように論議することは不適当で、あることを結
論した。
論文の審査結果の要旨
本論文は合成化学において重要な位置を占める塩化アルミニウムとアルキベンゼンとの反応に関す
る基礎的研究である。この反応はトランスアルキル化を主反応とするものであるが、脱アルキル化、
異性化などの副反応を伴なうため、反応条件特に試料アルキルベンゼンの構造によって特異な挙動を
示し、反応機構上未知の分野も少なくなかった。
本論文はこの点に注目して、比較的大きなアルキル基をもっ各種のアルキルベンゼンを合成し、反
応機構の詳細な検討を行なった結果、アルキルベンゼンの構造と、これらの主、副反応の関連性との
関係を解明し、従来反応機構の明らかでなかった諸分野を明確にしたもので、いくつかの重要な知見
を得ている。
よって本論文は工業上また学術上貢献するところが大きく、博士論文として価値あるものと認める。
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